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ア ミ ロ法 に 關 す る研 究(第 二報)

(各種絲状 菌とRh. Delemarと の能力比較試験成績)

農 學 士　 牟 田 邦 基, 田 中 勝 利

(昭 和 八 年 十 月二 日受 理)

余 等 第 は 一報(1)に 於 て糖 化菌 と して,專 らRh. Delemarを 用 ひPasteur-Kolben試 験 及 中

間 工 業試 験 を行 ひ,其 最 適 條 件 を研 究報 告 せ り.而 して其 後 全 く胞子 を生 産せ ざ る絲 状 菌 も單

に其 菌絲 のみ を絹 ふ る事 に よ り十 分 に 目的 を達 し得 る事 を知 悉 せ る を以 て,本 報 告 に於 て は 更

に進 ん で胞 子 生 産 の有 無 に 不拘,強 力 な る糖 化菌 をア ミロ法 に適 用せ ん と欲 して第 二十 三表 に

掲 出す る絲 状 菌 を用 ひRh. Delemarと 相 比較 して共 性 能 に 就 き調 査 せ る を以 て報 告 せ ん とす,

ア ミ ロ法 に於 て好 適 な る糖 化菌 と見做 すべ きは糖 化力 大 な る と共 に糖 化速 度 の 迅 速 な る必要 あ

り.糖 化力 大 な りと難 も仕込 の初 期 に於 て糖 化遅 延す る時 は其 間 に有 害 菌の 進 入 あ りて 作業 困

難 な り.故 に余 等 は糖 化 力 大 な る と共 に糖 化速度 の迅速 な る もの を得 ん と して 試験 を行 へ る も

の な り.

第 二十 三 表 に掲 出す る絲 状菌 の内8種 は大 正15年 當 研究 所 中澤 博士 が 南洋 よ り探 集せ ら

れ た るKagiよ り 武 田氏(2)の 分 離 に 係 る もの に して,内2種 は 本 島 産 白 釉 よ り 分 離 せ る

Rhyzopus(3)に し て當 研究 所 の 保管 腰 本 中の もの な り,内6種 は當 研 究 所 に保 管せ らる ゝ標 本

中のAspergillus Oryzaeに して,共 他4種 は昭 和6年10月 武 田氏 が沖 縄 のAwamori麹 及醪

よ り分 離 せ るAspergillus Awamoriに して,合 計20種 に 就 き糖 化並 に醗 酵 試験 を行 ひ檢 素 せ

る もの な り.

實 験

第 四章　 各 種 絲 状菌 とRh. Delemarと の糖 化 力 及糖 化速 度 の比較 試 驗

(1)各 菌種 の酒 精 並 に遊 離 酸 の 生産 量試 驗

絲 状 菌 の 糖 化速 度 を生 産せ られ た る糖 分 よ り測 定 す るに際 して は,其 際 生産 せ られ た る酒 精

並 に遊 離 酸 を同 時 に 測 定 し之 を考 慮 に 入 る 」必 要 あ りと難 も酒 精 の 生 産 は 少量 な る上 定 量 に は

比 較 的 多 量 の醪 量 を必 要 と し,而 して 之 を糖 化並 に醗 酵経 過 中毎 日糖 分 と同 時 に測 定 す る事 は

多数 な るPastenr-Kolben試 驗 に於 ては 頗 る繁 雜 に亘 り,不 可能 な る事 情 あ り しを以 て 各 菌種

を10日 間培養 十 分 に糖 化並 に酒 精 醗 酵 を螢 爲 せ しめ元 る後,酒 精,遊 離 酸 及糖 分 量 を測 定 し

夫 々の 酒精 及 遊 離酸 の生 産 力 を豫 め決 定 せ ん とす る もの に して,然 る後第(2)項 糖 化速 度 の 比

較 試験 の場 合 に は酒 精 の生 産 量 の測 定 を省 略 し本 項 に 於 け る酒精 並 に遊 離 酸 の生 産 力試 驗 成績

を参 照 して 以 て 其糖 化速 度 を決 定せ り.而 して後 優 良 菌数種 を撰 出 して 之 に就 て糖 分 と酒 精 と

を同 時 に 同 一試 料 に就 き毎 日檢 定 して其 能 力 を 比較 す る事 第(3)項 第 二 十 七表 に示 す通 りな り

(イ)培 養醪 の調 製法
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第二十三表
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1LのPasteur-Kolbenに 原 料 米100g,水500c.c., 1Nの 鹽 酸13c.c.を 容 れAutoclave

中に て2氣 壓 に30分 間 蒸煮 す 。蒸 煮 後該Pasteur-Kolbenは 良 く振 盪 攪拌 し,適 度 に冷 却後

35℃ のThermostat中 に保 管 し,適 時取 出 して接 種 す 。

(ロ)絲 状菌 の植 菌

試験 管 入の麹 エキ ス寒 天 に培 養せ る絲 状菌, 1白 金 耳 を採 つ て,前 項 の如 く して用 意 した る

Pasteur-Kolbenの 培 養 基 に 植菌35℃ の定 温 匣 中 に培 養 す 。

(ハ)總 酸 の 定 量

醪 を濾過 し濾 液10c.c.を100c.c.の 三 角壜 に採 り,之 れ に約20c.c.の 蒸 溜 水 を加 へ,指 示

藥Phenolphthaleinを 用ひ, N/10 NaOHに て滴 定 し,醪100c.c.を 中和 す るに要 す る1Nの

NaOHの 竓 数 を以 て示 す 。

(ニ)糖 分 定 量

醪 を適 度 の 濃 度 に稀 釋 し之 を濾 過 し,濾 液 に就 きBertrand氏 法 に よ りて還 元糖 を定 量 し,

 Glucoseと して表 示 す 。

(ホ)酒 精 の 定 量

醪100c.c.を500c.c.の 丸 底Flaskに 採 り苛 性 曹達 に て 中和 し,水 約50c.c.を 加 へ て蒸 溜

し,溜 液100c.c.を 得 て, Pycnometerを 用 ひ て比 重 の測 定 を行 ひ,酒 精 を定 量 す 。

以上 の如 く して得 た る成績 は第 二 十 四表 に示す 通 りな り。而 して其 成績 に よる時 は酒精 の生

産 量 はRh. Delemar, Rh. Peka II, 5201, 5502, Rh, Peka I強 く, Asp. Oryzae 52, 4201, 

4501等 之 に 次 ぐ, Asp. Oryzae及Asp. Awamoriは 比較 的 酒精 の生 産 力 弱 く,而 して遊 離 酸

の生 産量 多 き もの あ り。

第 二 十 四 表
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第二十五表
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(2)糖 化速 度 の比 較試 験

本 試験 の 日的 とす る所 は糖 化 醗酵 の迅 速 な る程,仕 込 初 期 に於 け る有 害菌 の進 入 を防 遏 す る

に有 利 に して從 つ て仕込 を安 定 な ら しむ る を以 つ て絲状 菌 の糖 化作 用 の 終 點 に於 け る糖 化 程 度

の 大 な る と共 に植 菌後 可 成迅 速に糖 化作 用 の進 行 す る菌 を檢 索 ぜ ん とす る に在 り。固 よ り各 菌

種 に就 き共 最適 とす る培 養 條 件 は多 少相 異 あ る可 き なれ ど今 は暫 く之 を置 き各 菌 種 に就 き総て

同 一 條件 の 下 に 本試 驗 を行 へ り。即 ち本 試 験 を實 行す るに際 して は

(イ)培 養醪 の 調製 法

前 項 記 載 の 方法 と同 一に して,唯 だ鹽 酸 の 量 は第 一報 に既 述 せ るが 如 く原 料米 の 品質 を相 違

す るに從 つ て適 當 に 多少増 減 し共 数字 は表 中之 を記 載せ り。

(ロ)絲 状菌 の植 菌

前項 記 載 の 方 法 と同 一

(ハ)總 酸 の定 量

前 項 記載 の 方法 と同一

(ニ)糖 分定量

前 項記 載 の 方 法 と同一

(ホ) pHの 測 定

Quinhydrone電 極 法 に よ り,板 野 氏表 を用 ひ て温 度校 正 をな す 。

以上 の如 く して植 菌 せ る翌 日よ り毎 日朝1囘Kolben中 よ り約50c.c.の 試 料 を採 り総酸 及還

元糖 を測 定 す 。而 して 常に 毎 囘Rh. Delemarを1個 宛Kontrolleと して挙 行 に試 驗 し,目 的

とす る菌 は2個 宛 即 ち計3個 宛 を用 ひて2囘 即 ち1種 の菌 に 就 き4個 宛 試驗 して2個 宛 のRh.

 Delemarの 試 験 成績 と比 較 して進 行せ り。 仍 つ て得 た る成績 は 第 二 十 五 表 に掲 出 す る通 りな

り(但 し仍 つ て得 た る成績 不良 に して 見込 無 き もの は表 中に掲 出す る事 を省 略 せ り)。

以上 糖 化試 驗 の結 果Rh. Delemar, Rh. Peka I, 5502, 5201及7901糖 化 力最 も強 く, 4901

 Aspergillus Awainori 1102, 0304, 0801, Aspergillus Oryzae 51, 52, 54, 55, 251最 も弱 し 。

然 れ ど も糖 化の 連 さはRh. PekaはRh. Delemarに 比 して遅 く, 5502はRh. Delemarよ

り糖 化 の速 さは 速 か に して糖 化 完 了後 に於 け る糖 分 量の 比較 は5502梢 々優 良 な るが 如 き も,

 Rh. Delemarと 大差 な き もの ゝ如 し。

(3)酒 精醗 酵 試驗

前 項 の 試験 に於 て各 菌 の澱粉 の糖 化 試 驗成 績 よ り,糖 化 力 弱 き もの は雀 略 し,梢 々強 き もの

に就 き酵母 を添 加 して酒 精 醗 酵 試驗 を施 行 せ り.本 試 験 に用 ひ し絲状 菌 は次 の11種 な り。

4201, 4501, 5502, 5201, 7901, 8801, 9101, Rh. Peka I, Rh. Peka II, Asp. Awamori. 

1201,Asp. Oryzae 53.

本 試 験 に於 け る培 養 法及 び分 析法 は下 記 の通 りな り。

(イ)培 養 醪 の 調 製 法
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糖 化 試 験 の場 合 と同様 。

(ロ)絲 状 菌 の植 菌 法

糖 化 試驗 の 場 合 と同 じ 。

(ハ)酵 母 の添 加

絲 状菌 の培 養96時 間(5日 目)に して,豫 め試 験 管 入麹 エ キ ス寒 天 に培 養せ る酵 母(第 一 報

の試 験 に 用 ひた る もの と同 じ)1白 金 耳 を加 へ, 35℃ にて培 養,而 して毎 日其 重 量 を測 定 し,

最 早や 重 量の減 ぜ ざ るに至 りて(植 菌 後 約10日 目)醪 の 容 量 を測 定 して分析 す.

(ニ)総 酸 の 定 量法

糖 化試験 の場 合 と同様 な り。

(ホ)残 糖 分 の 定 量 法

糖 化試験 の場 合 と同 様 な り.

(へ)残 澱 粉 の 定 量

醪20c.c.を50c.c.の 磁 製 蒸 獲 皿に採 り,沸 騰 湯煎 上 に て蒸發 乾 固 し, 100c.c.の 蒸 溜 水 を

以 て200c.c.の 丸 底Flaskに 流 し込 み,比 重1.125の 鹽 酸10c.c.を 加 へ 逆 流 冷却器 を附 して

沸騰 湯 煎 中に て3時 間加 熱 し,冷 却 後苛 性曹 達 に て 中和 し,之 を200c.c.のMessflaskに 流

し込 み一 定 量 とな し,濾 液 に就 きBertrand氏 法 に て葡 萄糖 を定 量 し,初 め に存 せ し糖 分量 を

減 じ,之 に0.9を 乗 じて 澱粉 量 と なす.

(ト)酒 精 の定 量

醪200c.c.を500c.c,の 丸 底Flaskに 採 り,背 性 曹達 に て 中和 し,蒸 溜 水約50c.c.を 加へ

て 蒸溜 し,溜 液200c.c.を 得 て,酒 精 計 を用 ひ て 定量 す.

本 試 験 に 於 て も糖 化試 験 と 同様 に してKontrolleと してRh. Delemarを 用 ひ共 の 優 劣 を比

較 せ り.原 料 米,水,鹽 酸,蒸 煮壓 力,蒸 煮 時 間,醪 のpHは 糖化 試 験 の場 合 と同 隊 な り.

以上 の如 くに して得 た る試驗 成績 は第 二 十六 表 に示 す通 りな り.

第 二 十 六 表
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收 得 量 ごは 米100grに 對 す ろAbsolute alcoholのc.c.数



第 九 巻]　 牟 田,岡 中:ア ミロ法 に關 す る研 究(第 二報)　 1247

以上の酒精醗酵試験の結果Rh. Delemarと 比較 して優良と認むる絲状菌はRhyzopus Peka

 I, 5502及5201の3種 な り.

仍つて此の3種 に就き,酵 母を加へず して各絲状菌其者の植菌後4日 目よりの酒精 と糖分の

生産状態を檢定し,而 して各生産せられたる酒精の量を糖分量に換算 して其時に於ける糖分の

生産量と合す時は第二十七表に示す通 りな り.此 の表によつて観る時は之等4者 殆んど大差あ

るを認め難 し.仍 つて更に之等4者 に就き各菌種同時に雫行して培養 し酵母を添加して酒精〓

酵を螢爲せ しめ得たる成績は第二十八表に示す通 りにして此の4者 の間にはPasteur-Kolben

試驗に於ては大なる差異なきものとして可なり.然 れども工業的製造の如 き大規模なる作業の

下に於ては小なる差異 も顯著に其成績に表はる 場ゝ合あるのみならすPasteur-Kolben試 験の

場合に比 し工業的製造の場合に於ては有害菌の侵入の機會多きを以て絲状菌の糖化速度の遲速

に依って顯著なる差異を來すもの 如ゝきを以て以上撰出 したる4種 の菌に就き中間工業試驗を

施行 し其差異を決定する必要あ り.

第 二 十 七 表

第 二 十 八 表

總 括

(1)糖 化 力試 驗 に 於 て はRh. Delemar, 5502, 5201, Rh. Peka Iの4者 は何 れ も糖 化力

優秀 に してPasteur-Kolben試 驗 に於 ては 未 だ何 れ を最 も優 秀 な りと決 定 し難 し.然 れ ど も糖

化速 度 に於 て は第(2)項 に於 け る糖 化速 度 の比 較試 験 成 績 に よつ て 擬察 せ らる ゝ如 く5502及

5201最 も優 秀 に して, Rh. Peka Iは 他 の3種 よ り糖 化 遲 延 せ る成 績 を得 た り。
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(2) Pasteur-Kolben試 驗 に於 ては 前 記 の4種 は共 糖 化力 に於 て大 差 を認 め ざ りしと錐 も

中 間工 業 試 験 に於 て は之等 菌 種 の 間 に於 て も相 當興 味 あ る差 異 を呈 す る には 非 す や と思 考 せ ら

る ゝもの あ り.仍 つ て 更 に此 の4菌 種 を用 ひて 中間 工業 試験 を施 行 し以 て夫 等 の 成績 を比較 す

る豫 定 な り.

本 稿 を終 るに際 し,本 研 究 中 御指 導 を賜 は りし〓酵 工 業 科長 中澤 博 士並 に各 種 便 宜 を與 へ ら

れ し武 田氏 に 深 く感 謝 の意 を表 す.

(昭 和 八年 九 月,臺灣總督府 中央 研究所 工業 部 〓 酵 工 業科 研 究 室 にて)
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